
 

 

２０１８年度日本霊長類学会高島賞選考結果報告 

 

本年度の高島賞への５名の応募を受け，２０１８年５月２１日に，名古屋会議室・新名古屋高架新幹線

口店にて，高島賞選考委員会を開催した。選考委員６名が出席し，中川尚史庶務担当理事の陪席のもと，

応募者の対象となる業績を，学会の規定，従来の基準等に照らし合わせて審議した。対象者は全員，優

れた業績を上げており，審議は長時間に及んだ。活発かつ慎重な議論の末，勝野吏子氏と山梨裕美氏を

受賞者として推薦するとの結論に至り，これを理事会に答申することとした。 

 

勝氏の推薦理由は以下のとおりである。 

 

【勝野吏子氏の推薦理由】 
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勝氏はこれまでに，ニホンザルを対象として，社会行動の領域の研究を行っている。近年は音声コミュ

ニケーションの研究に力を入れており，対象となった論文４件は，いずれもその研究の成果の報告であ

る。 

論文１の具体的なテーマは，近距離音声の情報と機能である。ニホンザルのオトナメスを対象にして

調べ，相手と鳴き交わした場合や，異なる音声を組み合わせて発した場合には，親和的交渉がより起こ

りやすいことを示した。また，優位個体がどの種類の音声を発しても親和的交渉が生じるのに対し，劣

位個体では音声の種類に依存することを，明らかにした。ニホンザルが，音声と状況を統合的に認知し

ていることの具体例を，示したことになる。 

論文２は，近距離音声の用い方の発達を扱っている。近距離音声は相手に敵意がないことを伝達する

機能があり，成体では，とくに非血縁個体と関わる際に頻繁に近距離音声を用いる。０歳齢から成体ま

でのニホンザルメスを３年間にわたり観察し，音声の用い方の習得が，他のメスと関わった経験により

促進されることを示した。 

論文３と４では，ケンカ後の場面のコミュニケーションについて調べた。近距離音声を用いた仲直り

は，接触を伴う仲直りに比べて，普段は関わりの少ない個体間で起こりやすいことを示した。また，ケ

ンカの後にとる行動として，仲直りの他に，ケンカに関わっていない第三者と親和的交渉を行うことに，

注目した。そしてこの行動が，さらなる攻撃を受けにくくするのに有効であることを，示した。以上か

ら，ニホンザルは攻撃を受けるリスクや，ケンカを行った相手と関係を修復する利益に応じて，仲直り

の際にとる行動や，第三者との交渉を選択していると，推測した。 
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以上の４件の論文はいずれも，評価の高い学術誌での公表となっている。４件のそれぞれが，論旨と

して完結しており，着実に成果を積み上げている。そしてその成果から，ニホンザルで社会関係を調整

するコミュニケーションの実態を，これまでより正確に把握できるようになった。これは，ニホンザル

に限らず，個体間のコミュニケーション，さらには社会行動の分野の研究者にとって，大きな貢献であ

るといえる。 
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